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どが蕊濁くラテ1布し戸ぐ㌧・ること力叢凌　デら摩レ蔦、、このま・翻鑑／こ裟　1弄浅欝）謬嚢膨碧沙が著／、、，く畢憲選萎一してお1穿，　こ

赫ガ畷辰砂は磁陶；！聴騨雛勧駐、，これは鵜酬奨聯菟ノ†双繭解）方ll祉簗馳「て浸透した、

辰砂お，歎びその双緬に沿／腿て浸叢い誌難幼矯在弓鶉ことか楠三鯛ずることができる．※め．／

こ瓢ヴ．許地区の霧淋につ』・・ては，アアチ職了のll武存す駐とが隼、織1勺である．

　これ鑓塊帯の7嫉蹴劇，灘，／・娃嚇酔に，乏瞳の灘漱爵鰍1麟鉱づy鐘勲趨1藻レぐ

い駆これ1の少ごのll！汰物は．この地帯、、、、同じ．よらに，ザカ．ノ1〆パチアグ）／瞳）地多真贈）7織鹸、1淋

i・i璽こも産1．1潔する“　こ勲．らの簸鎖犬は各騰製擁く誓暴糞の1縁芸と議竜斜錘譲1導1驚灘Σ銘藩菰ザ方垂1鐸総との1藁募童’雛三ぺ讃疑

砂の饗成騒これ嘉）の鉱液との密接オ関籔癒に／1病・て1篤干の根拠を観えてくれるものであるけれさゴ

も，そのような問題に対する藁、蘇冬的な結論　　蓄噂ため／、皿は1ヂー一一タはなお充分ではない。

　水銀の鉱化誓粥韓1ア，ルカ1ナ勧擬，欝液と密接，関遮しでお讃，加えぐ，それは鉱化旛遭の変化

一一酸i齢脇ご水の控竃罵1ミつて、，纏婆才／，、る一一一一に螺舞つて，輝讐鵬に麟・li寒さ嚇こ酸趨こ移穆脅）

　》ている“　壇→レ零が圭繊Kにお1ナぞ鱗㌶駅嗣曇捻・プ）・羅岩㌶欝罫らオ「し嵩審しいン翫璽で乍用と丸、、．ての摩需．iゴヒ／乍用

（か噂月鴻／一バイヂ骸鐸賄モンニ菱担穏ン藻》の発逮11》・ゾヅ1むい尋地i根爵契讃麟疇1い・か鰭緋

ン化／佛が，摺をテ摂〆う◎躍，、、

黙、

嬉3難　，1．．属繊凶懸塾）纏をP）wぴ賊い、内い獅麺喋質鐸寒融、麟）献擬鐵．麟鰍

　紗離騰解1擁細こお蕎嬬水銀，　縢鉱霧臆，撫鳥ヅ刻瞬辮のドラニ・ず絹駆に壌帥し．「て

鰍隠れている、、この鉱／！鰍梯誠する鎗ξ惣（榔陶慕ぐは，次の《）の齢膵する二、翫がで丸、一

る、、すなわち，准凝・砂婚爵鉄臨1評コ事饗簿宵編嶺㌔辰砂軸藍製疑である、、巌も多1簸に1ブ酒、14輔るの1。夏

塗鰯鉱膏で，次いで辰砂と准辰砂であ嶺、、鉱体周辺の変質とし．ては母磐であ．華潔沖の臼雲母誉交

代覧．た1加碧／ンの生駕黛が，、毯騙れる、、

7（1》（、8驚）
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　　　　　　　　　　　　　　　　ペト提一シ凱背斜帯

　この地帯に頑動いている砒素・アン「チモンの鉱化作拝1は2地区、に集1やしている。すなわち．　リカ

川に沿つたソギムイ地区とチ瓢ルノぬ墳ボ地区（凱勾ダ川丘陵）とである．

　両地区は1熱水作用によつて生成じた諸鉱物の一…定の組成で銭別できるが，そのおもなものは次

の諸鉱物（贔出順）である、，すなわち，漬英・輝安鉱・鶏冠石・雄黄である、憲れには，部分的

に鉱染した准辰砂と辰砂が認められ、これらが石英の晶1、1隔1にひきつづいて分離されたものである

ことは，ほぼ確実である，，しかし，これらの水銀鉱物の含有量は椀かけでやつと認められる程度

に壌瞬ぎない。

　ソイムイ地区の鉱体では，烹、次性アンチモン鉱物（輝安鉱に沿つて仮像を作つている水窟メ石

〔第3図〕）が広く発達することを特徴としている。水羅メ石はチエルノゴボ地区でも少量なが

ら産串摩～る導

　署英中び）気状一一液状包有物によつて測定した温度からみると，二石億英は70磁4（）℃騨）誉野に生成L

たもグ）である，，この署英が共生する鉱物のうちではより高い温度で生成したものであるから，し

たがつて他の共生鉱物が石英よりも低い温度で晶出したことを機察する必要がある．

　ペト獄一一シユ背斜帯の諸鉱体の生成は，惣のザカル、パチア地城グ遅、のと同様に，地表水とい避）

いろな割合で混り嬉緊つて酸化されたアノレカ1梓容液とガ）関連が深い．

　ぺ桓コーシユ背斜帯では，砒素禰アンチモシ鉱体の煮1、減している部分に，黄鉄鉱・閃亜鉛鉱・

方鉛鉱（ア）弱い鉱染体が伴なわれている，，t、・たがつて，この地帯には，ザカ・勘バチアで一陥 般的に澗・

潔）られているように，3種ぴ）鉱物相が観察される，，すなわち，鉛一燕鉛，水銀，砒素一一アンチモ

ンである，，もかし，ごのペト翼一シユ背翁P絹、；の鉱物相相1蕉のナ戎因的な関イ系にザ）いては明ら力痔こな

〆）ていない。たとえば，晶出順と鉱化過程1との1揃互閣係からみてこれらグ）各鉱物相が，それぞ

れ，多くの熱水段階のどの段階で，多くの溶液のどの部分から分離されたグ）かあるいは憲た，達

続する熱水分化過程をたどつた一つの溶液から贔出したもゲ）なぴ）かという問題である．われわれ

び），見解によれば，前者の問題は鉛・一蝋鉛お．紅び水銀グ）鉱化作用についていえることであり，後者

び），ような考え方は水銀および砒素一アンチモンの鉱化作用についで卍しいものと考えている．

　こ¢）よう、に，ザカル・パ・チア地方での妻新第鷺紀び）3種の鉱物歩鎗生関係を薄蕎すことができた1。，すな

わち，鉛一一蝋鉛，水銀，砒素一アンチモンの各鉱化作用である、、、これらの共生関係は，通常・空問

的には独立した沈殿であることを示レているけれども，実際には互いに複雑な水銀一鉛一一一亜鉛鉱

体や水銀一砒素一アンチモン鉱体を形作つている、，そして，これ酸）め諸鉱物の共生分布の状態

は，地質構造 1二の他の特微から区別することび）できる独立した地！戴にそれぞれ集中もている、、

7磐一（871）




